
PTPの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスで高精度時間プロトコル（PTP）を設定する方法について
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PTPについて
PTPは、ネットワークに分散したノード間で時刻同期を行うプロトコルで、IEEE 1588に定義
されています。PTPを使用すると、イーサネットネットワークを介して1マイクロ秒未満の精
度で、分散したクロックを同期できます。さらに、PTPのハードウェアタイムスタンプ機能
は、ERSPANタイプ IIIヘッダのタイムスタンプ情報を提供します。この情報は、エッジス
イッチ、集約スイッチ、およびコアスイッチ間のパケット遅延の計算に使用できます。

PTPシステムは、PTPおよび非 PTPデバイスの組み合わせで構成できます。PTPデバイスに
は、オーディナリクロック、境界クロック、およびトランスペアレントクロックが含まれま

す。非PTPデバイスには、通常のネットワークスイッチやルータなどのインフラストラクチャ
デバイスが含まれます。

PTPは、システムのリアルタイムPTPクロックが相互に同期する方法を指定する分散プロトコ
ルです。これらのクロックは、グランドマスタークロック（階層の最上部にあるクロック）を

持つマスター/スレーブ同期階層に編成され、システム全体の時間基準を決定します。同期は、
タイミング情報を使用して階層のマスターの時刻にクロックを調整するメンバーと、PTPタイ
ミングメッセージを交換することによって実現されます。PTPは、PTPドメインと呼ばれる論
理範囲内で動作します。
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PTPは次の機能をサポートしています。

•マルチキャストおよびユニキャストPTP転送：マルチキャスト転送モードでは、PTPはデ
バイス間の通信に IEEE 1588標準に従ってマルチキャスト宛先 IPアドレス 224.0.1.129を
使用します。送信元 IPアドレスの場合、PTPドメインでユーザが設定可能なグローバル
IPアドレスを使用します。ユニキャストトランスポートモードでは、PTPはインターフェ
イスで設定可能な設定可能なユニキャスト送信元および宛先 IPアドレスを使用します。
ユニキャストモードとマルチキャストモードの両方で、PTPは UDPポートを使用しま
す。イベントメッセージには 319、デバイス間の一般的なメッセージ通信には 320を使用
します。

• PTPマルチキャスト設定は、L2または L3の物理インターフェイスでのみサポートされま
す。L3物理インターフェイスでのみサポートされるユニキャストPTP設定。PTPは、ポー
トチャネル、SVI、トンネルなどの仮想インターフェイスではサポートされません。

• IP over UDP over PTPカプセル化：PTPは、IP上のトランスポートプロトコルとして UDP
を使用します。ユニキャストモードとマルチキャストモードの両方で、PTPはイベント
メッセージに UDPポート 319を使用し、デバイス間の一般的なメッセージ通信に 320を
使用します。L2カプセル化モードは、ではサポートされていません。

• PTPプロファイル：PTPはデフォルト（1588）、AES67、および SMPTE 2059-2プロファ
イルをサポートします。すべての同期要求間隔と遅延要求間隔が異なります。デフォルト

プロファイルの詳細については、IEEE 1588を参照してください。AES67および SMPTE
2059-2の詳細については、それぞれの仕様を参照してください。

•パス遅延測定：マスターとスレーブのデバイス間の遅延を測定する遅延要求および応答メ
カニズムをサポートします。ピア遅延要求および応答メカニズムは、ではサポートされて

いません。

•メッセージ間隔：デバイス間でアナウンス、同期、および遅延要求メッセージを送信する
必要がある間隔を設定できます。

•ベストマスタークロック（BMC）の選択：BMCアルゴリズムは、1588仕様に従って受
信したアナウンスメッセージに基づいて、PTP対応インターフェイスのマスター、スレー
ブ、およびパッシブ状態を選択するために使用されます。

PTPオフロード
この機能により、ラインカードに PTP機能が分散され、システムでサポートされる PTPセッ
ション数のスケーリングが可能になります。この機能は、9700-EX、9700-FX、9636C-R、
9636Q-R、および 9636C-RXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラットフォームス
イッチで使用できます。

PTPデバイスタイプ
PTPデバイスタイプは設定可能で、クロックタイプの設定に使用できます。
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クロック

次のクロックは、一般的な PTPデバイスです。

オーディナリクロック

エンドホストと同様に、単一の物理ポートに基づいてネットワークと通信します。オー

ディナリクロックはグランドマスタークロックとして動作できます。

境界クロック

通常、複数の物理ポートがあり、各ポートはオーディナリクロックのポートのように動作

します。ただし、各ポートはローカルクロックを共有し、クロックのデータセットはす

べてのポートに共通です。各ポートは、境界クロックのその他すべてのポートから使用可

能な最善のクロックに基づいて、個々の状態を、マスター（それに接続されている他の

ポートを同期する）またはスレーブ（ダウンストリームポートに同期する）に決定しま

す。同期とマスター/スレーブ階層の確立に関するメッセージは、境界クロックのプロト
コルエンジンで終了し、転送されません。

トランスペアレントクロック

通常のスイッチやルータなどのすべてのPTPメッセージを転送しますが、スイッチでのパ
ケットの滞留時間（パケットがトランスペアレントクロックを通過するために要した時

間）と、場合によってはパケットの入力ポートのリンク遅延を測定します。トランスペア

レントクロックはグランドマスタークロックに同期する必要がないため、ポートの状態

はありません。

次の 2種類のトランスペアレントクロックがあります。

エンドツーエンドトランスペアレントクロック

PTPメッセージの滞留時間を測定し、PTPメッセージまたは関連付けられたフォロー
アップメッセージの修正フィールドの時間を収集します。

ピアツーピアトランスペアレントクロック

PTPメッセージの滞留時間を測定し、各ポートと、リンクを共有する他のノードの同
じように装備されたポートとの間のリンク遅延を計算します。パケットの場合、この

着信リンクの遅延は、PTPメッセージまたは関連付けられたフォローアップメッセー
ジの修正フィールドの滞留時間に追加されます。

PTPは境界クロックモードのみで動作します。シスコでは、スイッチに接続された、同期を必
要とするクロックが含まれるサーバを使用して、グランドマスタークロック（10 MHz）アッ
プストリームを配置することを推奨します。

エンドツーエンドトランスペアレントクロックモードとピアツーピアトランスペアレントク

ロックモードはサポートされません。

（注）
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クロックモード

IEEE 1588規格は、PTPをサポートするデバイスが 1ステップと 2ステップで動作するための
2つのクロックモードを指定しています。

1ステップモード：

1ステップモードでは、クロック同期メッセージに、マスターポートがメッセージを送信した
時刻が含まれます。ASICは、同期メッセージがポートを出るときにタイムスタンプを追加し
ます。1ステップモードで動作するマスターポートは、CiscoNexus9508-FM-Rおよび9504-FM-R
ファブリックモジュール、および Cisco Nexus 9636C-R、9636Q-R、および 9636C-RXライン
カードで使用できます。

スレーブポートは、同期メッセージの一部として送信されるタイムスタンプを使用します。

2ステップモード：

2ステップモードでは、同期メッセージがポートを出た時刻は後続のフォローアップメッセー
ジで送信されます。これは、デフォルトのモードです。

PTPプロセス
PTPプロセスは、マスター/スレーブ階層の確立とクロックの同期の2つのフェーズで構成され
ます。

PTPドメイン内では、オーディナリクロックまたは境界クロックの各ポートが、次のプロセス
に従ってステートを決定します。

•受信したすべての（マスターステートのポートによって発行された）アナウンスメッセー
ジの内容を検査します

•外部マスターのデータセット（アナウンスメッセージ内）とローカルクロックで、優先
順位、クロッククラス、精度などを比較します

•自身のステートがマスターまたはスレーブのいずれであるかを決定します

オーディナリクロックと境界クロックは、Sync、Delay_Req、Follow_Up、Delay_Respイベン
トメッセージを使用してタイミング情報を生成し、伝えます。

これらのメッセージは、次のシーケンスで送信されます。

1. マスターが、スレーブに Syncメッセージを送信し、それが送信された時刻（t1）を記録し
ます。1ステップSyncメッセージの場合、メッセージはマスターから送り出された時刻を
示します。2ステップメッセージの場合、この時刻は、後続の Follow-Upイベントメッ
セージで送信されます。

2. スレーブは、Syncメッセージを受信し、受信した時刻 （t2）を記録します。

3. マスターはスレーブに対し、タイムスタンプ t1を、Follow_Upイベントメッセージに埋
め込むことにより送信します。

4. スレーブはマスターに対し、Delay_Reqメッセージを送信し、送信した時刻 t3 を記録し

ます。
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5. マスターは Delay_Reqメッセージを受信し、受信した時刻、t4を記録します。

6. マスターはスレーブに対し、タイムスタンプ t4を、Delay_Respメッセージに埋め込むこ
とによって送信します。

7. このシーケンスの後、スレーブは 4つすべてのタイムスタンプを所有します。これらのタ
イムスタンプを使用して、マスターに対するスレーブクロックのオフセットと、2つのク
ロック間のメッセージの平均伝達時間を計算できます。

次の図は、タイミング情報を生成して通信する PTPプロセスのイベントメッセージを示
しています。

図 1 : PTPプロセス

PTPのハイアベイラビリティ
PTPのステートフルリスタートはサポートされません。リブート後またはスーパーバイザス
イッチオーバー後に、実行コンフィギュレーションが適用されます。ハイアベイラビリティの

詳細については、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSハイアベイラビリティおよび冗長性ガ
イド』を参照してください。

PTPの設定
5

PTPの設定

PTPのハイアベイラビリティ

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/high_availability/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_High_Availability_and_Redundancy_Guide_7x.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/high_availability/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_High_Availability_and_Redundancy_Guide_7x.html


PTPの注意事項および制約事項

スケールの情報については、リリース特定の『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability
Guide』を参照してください。

（注）

PTP用 Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの注意事項と制約事項は次のとおりです。

• PTPが正常に機能するには、最新の SUPおよびラインカードの FPGAバージョンを使用
する必要があります。FPGAのアップグレードについては、リリースノートのランディン
グページにアクセスし、「FPGA / EPLDアップグレードリリースノート（NX-OSモードス
イッチ）」セクションに移動して、ご使用のソフトウェアバージョンのFPGA / EPLDアッ
プグレードリリースノートを参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/
nexus-9000-series-switches/products-release-notes-list.html「インストールガイドライン」のト
ピックを参照してください。

• PTPはネットワークごとに 1つのドメインに制限されます。

•ユーザデータグラムプロトコル（UDP）上の PTP転送がサポートされます。 Transport
over Ethernetはサポートされません。

• PTPはマルチキャスト通信をサポートします。PTPはユニキャスト通信もサポートしてい
ますが、ユニキャストモードはオプションです。

• PTPは境界クロックモードをサポートします。エンドツーエンドトランスペアレントク
ロックモードとピアツーピアトランスペアレントクロックモードはサポートされませ

ん。

• PTPデバイスにはマルチキャストまたはユニキャストPTPモードを設定することを推奨し
ますが、マルチキャストモードとユニキャストモードの両方を一緒に設定することは推奨

しません。

• PTPはポートチャネルメンバーポートで有効にできます。

•スレーブポートから受信したすべての管理メッセージは、すべてのPTP対応ポートに転送
されます。スレーブポートから受信した管理メッセージは処理されません。

•タイムスタンプタギング（TTAG）は、次のプラットフォームスイッチでサポートされて
います。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ：Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I6(1)以降

• Cisco Nexus 9364C：Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(2)以降

• Cisco Nexus 9332C：Cisco NX-OSリリース 9.2(3)以降

• Cisco Nexus 9300-EXプラットフォームスイッチ：Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I6(1)以
降

PTPの設定
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• Cisco Nexus 9300-FXプラットフォームスイッチ：Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(3)以
降

• Cisco Nexus 9300-FX2プラットフォームスイッチ：Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降

• -EX/-FXラインカード搭載の Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチ

• RACLを使用して PTP制御パケットを照合するには、L3インターフェイスで PIMを有効
にします。

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチに PTPを設定する場合は、clock protocol ptp vdc 1コマ
ンドを使用して、PTPを使用するようにクロックプロトコルを設定します。NTPは、Cisco
Nexus 9000シリーズスイッチに設定された PTPと共存できません。

• PTPは、100G 9408PCラインカードおよび 100GM4PC汎用拡張モジュール（GEM）を除
き、すべての Cisco Nexus 9000シリーズおよび 3164Qハードウェアでは利用できません。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、Cisco Nexus 9504-FM-Rプラットフォームスイッチで
は PTPが利用できます。

• PTP correction-range、PTP correction-range logging、および PTPmean-path-delayコマンドは、
Cisco Nexus 9508-Rラインカードでサポートされます。

• Cisco Nexus 31108PC-Vおよび 31108TC-Vスイッチの場合、100 Gの速度で動作するポート
では PTPはサポートされません。

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでは、マスター PTPポートで操作の混合非ネゴシエー
トモードがサポートされます。つまり、スレーブクライアントがユニキャスト遅延要求

PTPパケットを送信すると、Cisco Nexus 9000はユニキャスト遅延応答パケットで応答す
ることを意味します。また、スレーブクライアントがマルチキャスト遅延要求PTPパケッ
トを送信すると、Cisco Nexus 9000はマルチキャスト遅延応答パケットで応答します。混
合非ネゴシエートモードが機能するには、BCデバイスの ptp送信元 IPアドレス設定で使
用される送信元 IPアドレスが、BCデバイスの物理または論理インターフェイスでも設定
されている必要があります。推奨されるベストプラクティスは、デバイスのループバック

インターフェイスを使用することです。

• Cisco NX-OSリリース9.2(1)以降では、Cisco Nexus 9732C-EX、9736C-EX、および
97160YC-EXラインカードが PTPオフロードをサポートしています。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(1)からリリース 7.0(3)I7にダウングレードする際には、その前
に、PTPオフロードを設定解除する必要があります。Cisco NX-OSリリース7.0(3)I7の場
合、PTPオフロードは、9636PQ、9564PX、9464PX、および 9536PQラインカード上の
Cisco Nexus 9000プラットフォームスイッチではサポートされません。

• Cisco Nexus 93108TC-EXおよび 93180YC-EXスイッチは、混合モードおよびユニキャスト
モードでの PTPをサポートします。Cisco Nexus 9396スイッチは PTP混合モードをサポー
トします。

•同期間隔 -3での PTPは、Cisco Nexus 9508-Rファミリラインカードでのみサポートされ
ます。より高い同期間隔はサポートされません。
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• PTPユニキャストはデフォルトの VRFでのみサポートされます（PTPユニキャストはオ
フロードモードではサポートされません）。

• PTPは、ステートフル高可用性ではサポートされません。

• PTPは、管理インターフェイスではサポートされません。

• PTPは、PTPメッセージを配信するための混合モードをサポートします。これは、接続さ
れたクライアントから受信した遅延要求メッセージのタイプに基づいて Cisco Nexusデバ
イスが自動的に検出するものなので、設定は不要です。

•ワンステップ PTPは、Cisco Nexus 9000-Rシリーズプラットフォームスイッチでのみサ
ポートされます。

• PTPは、FEXインターフェイスではサポートされません。

• PTP対応ポートは、ポート上で PTPをイネーブルにしない場合、PTPパケットを識別せ
ず、これらのパケットにタイムスタンプを適用したり、パケットをリダイレクトしたりし

ません。

• 9636C-R、9636C-RX、または 9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9504および
9508プラットフォームスイッチでは、マスターポートとスレーブポートはワンステップ
モードで動作できます。これらのラインカードでは、ワンステップモードを設定できま

す。ワンステップモードでのスレーブポート動作がデフォルトです。

• PTPワンステップモードは、9636C-R、9636C-RX、または 9636Q-Rラインカードを搭載
した Cisco Nexus 9504および 9508プラットフォームスイッチの PTPオフロードモードで
のみサポートされます。Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降では、ワンステップモードが設
定されると、PTPオフロードが自動的に有効になります。

• PTPが有効になっているトポロジで、GrandMasterデバイスにプロファイルが設定され、
冗長 GrandMasterがネットワークに展開されている場合、GrandMasterのプロファイルを
変更するには、最初にスイッチへの GrandMasterに設定されているポートをシャットダウ
ンし、プロファイルを変更してから、ポートを再度有効にする必要があります。例えば、

AES7プロファイルから SMPTEプロファイルに、またはその逆の移動です。

•各ポートは、サポートされている任意の PTPプロファイルを使用して個別に構成できま
す。異なるPTPプロファイルは、インターフェイス上で共存できます。デフォルトの1588
とSMPTE-2059-2またはAES67プロファイルの組み合わせがサポートされています。ただ
し、SMPTE-2059-2とAES67プロファイルの組み合わせは、同じインターフェイスではサ
ポートされていません。

PTPのデフォルト設定
次の表に、PTPパラメータのデフォルト設定を示します。

PTPの設定
8

PTPの設定

PTPのデフォルト設定



表 1 :デフォルトの PTPパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルPTP

2PTPバージョン

0PTPドメイン

255クロックをアドバタイズする場合、PTPプラ
イオリティ 1値

255クロックをアドバタイズする場合、PTPプラ
イオリティ 2値

1ログ秒PTPアナウンス間隔

3アナウンス間隔PTPアナウンスタイムアウト

• 0ログ秒

• Cisco Nexus 3232C、3264Q、および 9500
プラットフォームスイッチの場合、-1ロ
グ秒

PTP遅延要求間隔

• – 2ログ秒

• Cisco Nexus 3232C、3264Q、および 9500
プラットフォームスイッチでは -3ログ秒

PTP同期間隔

gPTPはデフォルトのVLAN1だけをサポート
し、他のユーザ設定VLANはサポートしませ
ん。

PTP VLAN

PTPの設定

PTPのグローバルな設定
デバイスでPTPをグローバルにイネーブルまたはディセーブルにできます。また、ネットワー
ク内のどのクロックがグランドマスターとして選択される優先順位が最も高いかを判別するた

めに、さまざまな PTPクロックパラメータを設定できます。

PTPの設定
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PTPが正常に機能するには、最新の SUPおよび LC FPGAバージョンを使用する必要がありま
す。FPGAのアップグレードについては、リリースノートのランディングページにアクセスし、
「FPGA / EPLDアップグレードリリースノート（NX-OSモードスイッチ）」セクションに移動
して、ご使用のソフトウェアバージョンのFPGA / EPLDアップグレードリリースノートを参照
してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-9000-series-switches/
products-release-notes-list.html「インストールガイドライン」のトピックを参照してください。

（注）

1ステップモードまたは 2ステップモードに関係なく、PTPプロトコルによって更新される
ローカルクロックのクロックプロトコル PTP vdc1を常に設定する必要があります。設定は、
show running-config clock_managerコマンドを使用して確認できます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイス上で PTPをイネーブルまたは
ディセーブルにします。

[no] feature ptp

例：

ステップ 2

スイッチのPTPをイネーブル
にしても、各インターフェイ

スのPTPはイネーブルになり
ません。

dot1x（feature dot1x）または
NVオーバーレイ（feature nv
overlay）のいずれかの機能の
みが設定されていることを確

認します。これらの機能が設

定されると、ダイナミック

ifaclラベルが予約されます。
ただし、使用可能なダイナ

ミック ifaclラベルビットは
2つだけです。これらの機能
の両方がすでに設定されてい

る場合、ダイナミック ifaclラ
ベルはPTPで使用できず、機
能を有効にすることはできま

せん。

（注）switch(config)# feature ptp

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

デバイスタイプを gPTPまたは境界ク
ロックとして設定します。この

[no] ptp device-type [generalized-ptp |
boundary-clock]

例：

ステップ 3

generalized-ptpオプションは、Cisco
NX-OSリリース 7.0(3)PTP0(15)以降の
-Rシリーズラインカード。

switch(config)# ptp device-type
generalized-ptp

マルチキャスト PTPモードのすべての
PTPパケットに、送信元 IPv4アドレス
を設定します。

[no] ptp source ip-address

例：

switch(config)# ptp source 10.10.10.1

ステップ 4

このクロックで使用するドメイン番号

を設定します。PTPドメインを使用す
（任意） [no] ptp domain number

例：

ステップ 5

ると、1つのネットワーク上で、複数
switch(config)# ptp domain 1

の独立したPTPクロッキングサブドメ
インを使用できます。

指定できる数の範囲は 0～ 127です。

一部のタイマーをラインカードにオフ

ロードすることで、PTPセッションの
数を増やします。

（任意） [no] ptp offload

例：

switch(config)# ptp offload

ステップ 6

この手順は、1ステップモードでは必
須であり、2ステップモードではオプ
ションです。

dot1x（feature dot1x）と NV
オーバーレイ（feature nv
overlay）のどちらの機能も設
定されていないことを確認し

ます。これらの機能が設定さ

れると、ダイナミック ifaclラ
ベルが予約されます。ただ

し、使用可能なダイナミック

ifaclラベルビットは 2つだけ
です。これらの機能のいずれ

かがすでに設定されている場

合、ダイナミックifaclラベル
はPTPオフロードに使用でき
ず、機能を有効にすることは

できません。PTP（feature
ptp）は 1つの ifaclラベルを
消費することに注意してくだ

さい。

（注）

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)
以降、9636C-R、9636C-RX、
または 9636Q-Rラインカー
ドを搭載した Cisco Nexus
9504および 9508プラット
フォームスイッチは、1ス
テップのクロック動作でのみ

オフロードをサポートしま

す。PTPオフロードは、ワン
ステップクロック動作が有効

または無効になると、自動的

に有効または無効になりま

す。

（注）

PTPクロック動作を 1ステップモード
に設定します。この場合、タイムスタ

（任意） [no] ptp clock-operation
one-step

例：

ステップ 7

ンプメッセージは同期メッセージの一

部として送信されます。このモードで
switch(config)# ptp clock-operation
one-step は、フォローアップメッセージは送信

されません。

このクロックをアドバタイズするとき

に使用する priority1の値を設定しま
（任意） [no] ptp priority1 value

例：

ステップ 8

す。この値はベストマスタークロック
switch(config)# ptp priority1 1

選択のデフォルトの基準（クロック品

質、クロッククラスなど）を上書きし

ます。低い値が優先されます。

valueの範囲は 0～ 255です。

このクロックをアドバタイズするとき

に使用する priority2の値を設定しま
（任意） [no] ptp priority2 value

例：

ステップ 9

す。この値は、デフォルトの基準では
switch(config)# ptp priority2 1

同等に一致する 2台のデバイスのう
ち、どちらを優先するかを決めるため

に使用されます。たとえば、priority2
値を使用して、特定のスイッチが他の

同等のスイッチよりも優先されるよう

にすることができます。

valueの範囲は 0～ 255です。

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

PTP管理パケットのサポートを設定し
ます。このコマンドは、デフォルトで

イネーブルになっています。

[ no ] ptp management

例：

switch(config)# ptp management
switch(config-ptp-profile)#

ステップ 10

no：管理パケットのサポートを無効に
します。

実行コンフィギュレーションを、ス

タートアップコンフィギュレーション

にコピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 11

switch(config)# copy running-config
startup-config

インターフェイスでの PTPの設定
PTPをグローバルにイネーブルにしても、デフォルトで、サポートされているすべてのイン
ターフェイス上でイネーブルになりません。PTPインターフェイスは個別にイネーブルに設定
する必要があります。

始める前に

スイッチ上でグローバルに PTPをイネーブルにし、PTP通信の送信元 IPアドレスを設定した
ことを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPを有効にするインターフェイスを
指定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet
2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスで PTPをイネーブル
またはディセーブルにします。

[no] ptp

例：

ステップ 3

switch(config-if)# ptp

インターフェイスの PTPロールが
「slave」に設定されている場合に、マ

（任意） [ no ] ptp master ipv6-address

例：

ステップ 4

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

スタークロックの IPアドレスを設定
します。

switch(config-if)# ptp master
10.10.10.1
switch(config-if)#

このオプションは、Cisco Nexus
93180YC-FX3Sスイッチの PTPTelecom
Profileでのみ使用できます。

このコマンドは、Cisco
NX-OSリリース 10.2(1)F以降
でサポートされます。

（注）

ユニキャストモード（PTPマスター使
用）のインターフェイスで PTPを有効
にします。

（任意） ptp transport ipv4 ucast
master

例：

ステップ 5

switch(config)# ptp transport ipv4
ucast master

ユニキャストモードのインターフェイ

スで PTPを有効にします（PTPスレー
ブ使用）。

（任意） ptp transport ipv4 ucast slave

例：

switch(config)# ptp transport ipv4
ucast slave

ステップ 6

ユニキャストメッセージの送信元 IP
アドレスを設定します。

（任意） ptp ucast-source ipv4-address
[ vrf vrf-name ]

例：

ステップ 7

ipv4-address：ユニキャスト送信元の
IPv4アドレス。switch(config)# ptp ucast-source

10.1.1.40

vrf vrf-name：helloメッセージに使用さ
れる VRFの名前。

インターフェイス上の PTPアナウンス
メッセージ間の間隔またはタイムアウ

（任意） [no] ptp announce {interval
log-seconds | timeout count}

例：

ステップ 8

トがインターフェイスで発生する前の

PTP間隔の数を設定します。
switch(config-if)# ptp announce
interval 3 PTPアナウンス間隔の範囲は 0～ 4ロ

グ秒で、間隔のタイムアウトの範囲は

2～ 4間隔です。

インターフェイスで PTPアナウンス
メッセージの間隔を設定します。

（任意） [no] ptp announce interval
[aes67 | smpte-2059] log-seconds

例：

ステップ 9

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

表 2 : PTPアナウンス間隔の範囲とデフォルト値

デフォルト

値

範囲オプション

switch(config-if)# ptp announce
interval aes67 3

1ログ秒0～ 4ログ
秒

aes67-2015

1ログ秒–3〜 1ログ
秒

smpte-2059-2

1ログ秒0～ 4ログ
秒

aes67また
は
smpte-2059
オプション

なし

ポートがマスターステートの場合に

PTP遅延メッセージ間で許可される最
小間隔を設定します。

（任意） [no] ptp delay-request
minimum interval log-seconds

例：

ステップ 10

範囲は log（–1）〜 log（6）秒です。こ
こで、log（–1）は毎秒 2フレームで
す。

switch(config-if)# ptp delay-request
minimum interval -1

ポートがマスターステートの場合に

PTP遅延メッセージ間で許可される最
小間隔を設定します。

（任意） [no] ptp delay-request
minimum interval [aes67-2015 |
smpte-2059-2] log-seconds

例：

ステップ 11

表3 : PTP遅延要求の最小間隔の範囲とデフォルト
値

デフォルト

値

範囲オプション

switch(config-if)# ptp delay-request
minimum interval aes67-2015-1

0ログ秒-4〜 5ログ
秒

aes67-2015

0ログ秒-4〜 5ログ
秒

smpte-2059-2

0ログ秒–1～ 6ログ
秒（ここ

で、–1 = 2
フレーム毎

秒）

aes67-2015
または
smpte-2059-2
オプション

なし

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上の PTP同期メッ
セージの送信間隔を設定します。

（任意） [no] ptp sync interval
log-seconds

例：

ステップ 12

範囲は、log（–3）〜log（1）秒です。
メディア関連のプロファイル情報につswitch(config-if)# ptp sync interval

1
いては、『メディアソリューション

ガイド向け Cisco NX-OS IPファブリッ
ク』を参照してください。

インターフェイス上の PTP同期メッ
セージの送信間隔を設定します。

（任意） [no] ptp sync interval
[aes67-2015 | smpte-2059-2] log-seconds

例：

ステップ 13

表 4 : PTP同期間隔の範囲とデフォルト値

デフォルト

値

範囲オプション

switch(config-if)# ptp sync interval
aes67 1

– 2ログ秒-4〜 1ログ
秒

aes67-2015

-2ログ秒-4〜 -1ログ
秒

smpte-2059-2

-2ログ秒-3〜 1ログ
秒

aes67-2015
または
smpte-2059-2
オプション

なし

PTPをイネーブルにするインターフェ
イスのVLANを指定します。インター

（任意） [no] ptp vlan vlan-id

例：

ステップ 14

フェイスの 1つのVLANでイネーブル
にできるのは、1つの PTPのみです。

switch(config-if)# ptp vlan 1

指定できる範囲は 1～ 4094です。

PTPのステータスを表示します。（任意） show ptp brief

例：

ステップ 15

switch(config-if)# show ptp brief

PTPポートのステータスを表示しま
す。

（任意） show ptp port interface
interface slot/port

例：

ステップ 16

switch(config-if)# show ptp port
interface ethernet 2/1

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションを、ス

タートアップコンフィギュレーション

にコピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 17

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ユニキャストモードでの PTPの設定

ユニキャストモードの設定

従来の PTPメッセージは、PTPマルチキャストメッセージを受信できるノードに配信されま
す。（たとえば、announce、sync、delay_req、delay_respおよび follow_up）。ユニキャスト
モードでは、すべてのPTPメッセージが特定の PTPノードにのみ配信されます。マルチキャ
ストアドレスは使用されません。ユニキャストモードでは、マスター/スレーブロールを設定
し、対応するピアスレーブ/マスター IPアドレスを割り当てることができます。

スレーブユニキャストポートには最大 8個のマスター IPを設定でき、マスターポートには最
大 64個のスレーブ IPを設定でき、すべてのポートで最大 256個のスレーブ IPを設定できま
す。ユニキャストスレーブ IPとユニキャストマスター IPを設定するには、次のコマンドを
使用します。ユニキャストパケットは、これらの IPとの間でのみ送受信されます。他の IPか
ら受信したパケットは無視されます。

switch(config-if)# ptp transport ipv4 ucast master
switch(config-if-ptp-master)# slave ipv4 10.10.10.2

switch(config-if)# ptp transport ipv4 ucast slave
switch(config-if-ptp-slave)# master ipv4 10.10.10.1

マスターロールの割り当て

マスターロールを割り当てるには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPを有効にするインターフェイスを指
定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

特定のポート（レイヤ3インターフェイ
ス）で PTPマスターをイネーブルにし

[no] ptp transport ipv4 ucast master

例：

ステップ 3

ます。マスターサブモードでは、スレー

ブ IPv4アドレスを入力できます。
switch(config-if)# ptp transport ipv4
ucast master
switch(config-if-ptp-master)#

スレーブ IPv4アドレスを入力します。
マスターごとに最大 64個の IPアドレス

slave ipv4 <IP_address>

例：

ステップ 4

を使用できますが、実際の数は同期間隔switch-1(config)# interface ethernet
1/1 の設定に応じて変わります。マスター
switch-1(config-if)# ptp transport ipv4 は、これらのスレーブアドレスにのみ、
ucast master

アナウンス、同期、フォローアップ、おswitch-1(config-if-ptp-master)# slave

よび delay_respを送信します。スレーブipv4 1.2.3.1
switch-1(config-if-ptp-master)# slave IPが到達可能であることを確認する必

要があります。
ipv4 1.2.3.2
switch-1(config-if-ptp-master)# slave
ipv4 1.2.3.3
switch-1(config-if-ptp-master)# slave
ipv4 1.2.3.4
switch-1(config-if-ptp-master)#

スレーブロールの割り当て

スレーブロールを割り当てるには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPを有効にするインターフェイスを指
定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

特定のポート（レイヤ3インターフェイ
ス）で PTPスレーブをイネーブルにし

[no] ptp transport ipv4 ucast slave

例：

ステップ 3

ます。スレーブサブモードでは、ユーswitch(config-if)# ptp transport ipv4
ucast slave
switch(config-if-ptp-slave)#

ザーはマスター IPv4アドレスを入力で
きます。

マスター IPv4アドレスを入力します。master ipv4 <IP_address>

例：

ステップ 4

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch-1(config)# interface ethernet
1/1
switch-1(config-if)# ptp transport ipv4
ucast slave
switch-1(config-if-ptp-slave)# master
ipv4 4.4.4.1
switch-1(config-if-ptp-slave)# master
ipv4 4.4.4.2
switch-1(config-if-ptp-slave)# master
ipv4 4.4.4.3

ユニキャスト送信元アドレスの設定

Cisco NX-OSリリース 9.3(4)までのすべてのリリースで、インターフェイスの PTP設定がユニ
キャストからマルチキャストまたはユニキャストスレーブからユニキャストマスターに変更

された場合は、ユニキャスト送信元アドレスを再設定する必要があります。

（注）

ユニキャスト送信元アドレスを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPを有効にするインターフェイスを指
定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスレベルごとに PTP送
信元アドレスを設定します。この IPア

[no] ptp ucast-source ipv4-address

例：

ステップ 3

ドレスは、ユニキャスト PTPメッセーswitch(config-if)# ptp ucast-source
10.10.10.20
switch(config-if)#

ジにのみ使用されます。PTPユニキャス
ト送信元 IPアドレスが到達可能である
必要があります。

PTP混合モード
PTPは、接続されたクライアントから受信した delay_reqメッセージのタイプに基づいて、
Cisco Nexusデバイスによって自動的に検出される PTPメッセージを配信するための混合モー
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ドをサポートします。このモードでは、スレーブがユニキャストメッセージで delay_reqを送
信すると、マスターもユニキャスト delay_respメッセージで応答します。

PTPインターフェイスがマスターステートを維持する設定
この手順では、エンドポイントによってポートがスレーブステートに移行するのを防ぐ方法に

ついて説明します。

始める前に

•スイッチ上でグローバルに PTPをイネーブルにし、PTP通信の送信元 IPアドレスを設定
したことを確認します。

• PTPをグローバルにイネーブルにしても、デフォルトで、サポートされているすべてのイ
ンターフェイス上でイネーブルになりません。PTPインターフェイスは個別にイネーブル
に設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch # configure terminalステップ 1

PTPをイネーブルにするインターフェイ
スを指定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

switch(config) # interface ethernet slot/portステップ 2

インターフェイスで PTPをイネーブル
またはディセーブルにします。

switch(config-if) # ptpステップ 3

マスターステートを維持するようにポー

トを設定します。

switch(config-if) # ptp multicast
master-only

ステップ 4

例

この例では、インターフェイス上に PTPを設定し、インターフェイスがマスタース
テートを維持するように設定する方法を示しています。

switch(config)# show ptp brief

PTP port status
----------------------------------
Port State
---------------- ----------------
Eth1/1 Slave
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# ptp multicast master-only
2001 Jan 7 07:50:03 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_GM_CHANGE: Grandmaster clock has changed
from 60:73:5c:ff:fe:62:a1:41 to 58:97:bd:ff:fe:0d:54:01 for the PTP protocol
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2001 Jan 7 07:50:03 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_STATE_CHANGE: Interface Eth1/1 change from
PTP_BMC_STATE_SLAVE to PTP_BMC_STATE_PRE_MASTER
2001 Jan 7 07:50:03 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_TIMESYNC_LOST: Lost sync with master clock
2001 Jan 7 07:50:07 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_STATE_CHANGE: Interface Eth1/1 change from
PTP_BMC_STATE_PRE_MASTER to PTP_BMC_STATE_MASTER

タイムスタンプタギング
タイムスタンプタギング機能は、リモートデバイスでパケットが到達したときに正確な時間

情報を提供し、実際の時間を追跡できるようにします。パケットは、PTPを使用してナノ秒の
精度で切り捨てられ、タイムスタンプが付けられます。CiscoNexusDataBrokerとともにスイッ
チの TAP集約機能を使用すると、SPANを使用してネットワークトラフィックをコピーし、
トラフィックをフィルタリングしてタイムスタンプを付け、記録および分析のために送信でき

ます。

タイムスタンプタギングの設定

9636C-R、9636C-RX、および 9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508スイッチで
は、タイムスタンプタギングの設定はサポートされていません。

（注）

VXLAN EVPNマルチサイト展開で ttag機能を使用する場合は、クラウドに接続する BGWの
DCIインターフェイスで ttagが削除されていることを確認します（ttag-strip）。詳細に説明す
ると、ttagが、ether-type 0x8905をサポートしないNexus 9000以外のデバイスに接続されている
場合、ttagの除去が必要です。ただし、DCIのBGWバックツーバックモデルではttagの削除は必
要ありません。

（注）

始める前に

PTPオフロードがグローバルに有効になっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

指定したインターフェイスに対してイン

ターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface type slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

ステップ 2

レイヤ 2またはレイヤ 3出力インター
フェイスでタイムスタンプタギングを

設定します。

[no] ttag

例：

switch(config-if)# ttag

ステップ 3

TTAGマーカーパケットと時間間隔の設定
ttagタイムスタンプフィールドは、マーカーパケットに 48ビットのタイムスタンプを付加し
ます。この 48ビットのタイムスタンプは、人間の読み取りやすい ASCIIベースのタイムスタ
ンプではありません。この48ビットのタイムスタンプを人間が読み取れるようにするために、
ttagマーカーパケットを使用して、48ビットのタイムスタンプ情報をデコードするための追加
情報を提供できます。

定義長さ位置（バイト：

ビット）

フィールド

デフォルトでは、このフィール

ドにはA6A6と表示されます。
これにより、パケットストリー

ム上の ttag-markerパケットを識
別できます。

16Magic

バージョン番号。デフォルトの

バージョンは 1です。
8バージョン

このフィールドは、48ビットの
タイムスタンプサイズの粒度を

表します。デフォルトの値は04
で、これは 100ピコ秒つまり
0.1ナノ秒を表します。

8精度

ASICと UTCクロック間の
utc_offset値です。デフォルト値
は 0です。

8UTc_offset

48ビットのASICハードウェア
タイムスタンプの上位 16ビッ
トです。

32Timestamp_hi
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48ビットのASICハードウェア
タイムスタンプの下位 32ビッ
トです。

32Timestamp_lo

Cisco Nexus 9000シリーズス
イッチの CPUクロックに基づ
く UTCタイムスタンプの秒の
部分です。

32UTC sec

CiscoNexus9000シリーズスイッ
チのCPUクロックに基づくUTC
タイムスタンプのナノ秒の部分

です。

32UTC sec

将来的な使用のために予約され

ています。

32予約済み

デフォルト値は 0xA5A5A5A5
です。これにより、マーカーパ

ケットの前方検索が可能にな

り、UTCタイムスタンプへの参
照が提供されるため、クライア

ントソフトウェアはその参照

UTCを使用して、各パケット
ヘッダーの 32ビットのハード
ウェアタイムスタンプを回復で

きます。

32署名

（Signature）

これは、ttag-markerの位置wo合
わせを4バイト境界に変換する
ための位置合わせバイトです。

8パッド

始める前に

PTPオフロードがグローバルにイネーブル化されていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

スイッチが ttag-markerパケットを発信
ポートに送信するまでの秒数を設定しま

ttag-marker-interval seconds

例：

ステップ 2
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23

PTPの設定

TTAGマーカーパケットと時間間隔の設定



目的コマンドまたはアクション

す。これはスイッチのグローバル設定で

す。デフォルトでは、ttag-markerパケッ

switch(config-if)# ttag-marker-interval
90

トを 60秒ごとに送信します。secondsの
範囲は 1～ 25200です。

指定したインターフェイスに対してイン

ターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface type slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

ステップ 3

ttag-markerパケットを発信ポートに送信
します。

[no] ttag-marker enable

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ttag-marker enable

インターフェイスの出力パケットから

TTAGを削除します。
ttag-strip

例：

ステップ 5

switch(config-if)# ttag-strip

PTP設定の確認
次のいずれかのコマンドを使用して、設定を確認します。

表 5 : PTP Showコマンド

目的コマンド

PTPのステータスを表示します。show ptp brief

ローカルクロックのプロパティ（クロック ID
など）を表示します。

show ptp clock

PTPプロセスが認識している外部マスターの
状態を表示します。外部マスターごとに、出

力に、クロック ID、基本的なクロックプロパ
ティ、およびクロックがグランドマスターと

して使用されているかどうかが表示されます。

show ptp clock foreign-masters-record

最後の数個の PTP修正を表示します。show ptp corrections

すべてのインターフェイスまたは指定したイ

ンターフェイスの PTPパケットカウンタを表
示します。

show ptp counters [all | interface ethernet
slot/port]

PTPの親のプロパティを表示します。show ptp parent
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目的コマンド

スイッチの PTPポートのステータスを表示し
ます。

show ptp port interface ethernet slot/port

PTPクロックプロパティを表示します。show ptp time-property

タイムアウトタグ付け設定のステータスを表

示します。

9636C-R、9636C-RX、および
9636Q-Rラインカードを搭載した
Cisco Nexus 9508スイッチでは、タ
イムスタンプタグ付け設定はサポー

トされません。

（注）

show ttag brief

PTPの実行コンフィギュレーションを表示し
ます。

show running-config ptp [all]

特定のインターフェイスまたは PTPが有効に
なっているすべてのインターフェイスで送受

信されるすべての PTPメッセージをクリアし
ます。

clear ptp counters [all | interface ethernet
slot/port]

PTP修正の履歴をクリアします。clear ptp corrections

PTPの設定例
次に、デバイス上で PTPをグローバルに設定し、PTP通信用の送信元 IPアドレスを指定し、
クロックの優先レベルを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature ptp
switch(config)# ptp source 10.10.10.1
switch(config)# ptp priority1 1
switch(config)# ptp priority2 1
switch(config)# show ptp brief
PTP port status
-----------------------
Port State
------- --------------
switch(config)# show ptp clock
PTP Device Type: Boundary clock
Clock Identity : 0:22:55:ff:ff:79:a4:c1
Clock Domain: 0
Number of PTP ports: 0
Priority1 : 1
Priority2 : 1
Clock Quality:
Class : 248
Accuracy : 254
Offset (log variance) : 65535
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Offset From Master : 0
Mean Path Delay : 0
Steps removed : 0
Local clock time:Mon Dec 22 14:13:24 2014

次に、インターフェイス上で PTPを設定し、アナウンス、遅延要求、および同期メッ
セージの間隔を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface Ethernet 1/1
switch(config-if)# ptp
switch(config-if)# ptp announce interval 3
switch(config-if)# ptp announce timeout 2
switch(config-if)# ptp delay-request minimum interval smpte-2059-2 -3
switch(config-if)# ptp sync interval smpte-2059-2 -3
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# show ptp brief
PTP port status
-----------------------
Port State
------- --------------
Eth2/1 Master
switch(config-if)# show ptp port interface ethernet 2/1
PTP Port Dataset: Eth2/1
Port identity: clock identity: 0:22:55:ff:ff:79:a4:c1
Port identity: port number: 1028
PTP version: 2
Port state: Master
Delay request interval(log mean): 4
Announce receipt time out: 2
Peer mean path delay: 0
Announce interval(log mean): 3
Sync interval(log mean): 1
Delay Mechanism: End to End
Peer delay request interval(log mean): 0

個の例では、マスター/スレーブロールを設定し、対応するピアスレーブ/マスター IP
アドレスを割り当てる方法を示します。

For Cisco NX-OS Release 9.3(4) and earlier:
switch-1(config)# interface ethernet 1/1
switch-1(config-if)# ptp transport ipv4 ucast master
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.1
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.2
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.3
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.4
switch-1(config-if-ptp-master)#

switch-1(config-if)# ptp transport ipv4 ucast slave
switch-1(config-if-ptp-slave)# master ipv4 4.4.4.1
switch-1(config-if-ptp-slave)# master ipv4 4.4.4.2
switch-1(config-if-ptp-slave)# master ipv4 4.4.4.3

switch-1(config-if-ptp-slave)# ptp ucast-source 9.9.9.9

switch-1(config-if)# sh running-config ptp

PTPの設定
26

PTPの設定

PTPの設定例



!Command: show running-config ptp
!Time: Tue Feb 7 17:37:09 2017

version 7.0(3)I4(6)
feature ptp

ptp source 1.1.1.1

interface Ethernet1/1
ptp transport ipv4 ucast master
slave ipv4 1.2.3.1
slave ipv4 1.2.3.2
slave ipv4 1.2.3.3
slave ipv4 1.2.3.4

interface Ethernet1/2
ptp transport ipv4 ucast slave
master ipv4 4.4.4.1
master ipv4 4.4.4.2
master ipv4 4.4.4.3

ptp ucast-source 9.9.9.9

switch-1(config-if)#

次に、マスターポートまたはスレーブポートでクロック動作モードで PTPを設定す
る例を示します。

PLTFM-A(config)# show ptp clock
PTP Device Type : boundary-clock
PTP Device Encapsulation : layer-3
PTP Source IP Address : 1.1.1.1
Clock Identity : 74:26:ac:ff:fe:fd:de:ff
Clock Domain: 0
Slave Clock Operation : One-step
Master Clock Operation : One-step
Slave-Only Clock Mode : Disabled
Number of PTP ports: 142
Priority1 : 200
Priority2 : 200
Clock Quality:

Class : 248
Accuracy : 254
Offset (log variance) : 65535

Offset From Master : -32
Mean Path Delay : 105
Steps removed : 1
Correction range : 200
MPD range : 100
Local clock time : Wed Jul 3 18:57:23 2019
Hardware frequency correction : NA
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